
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＳＴＫ通気装置シリーズ 

ブリザーバルブとは 
 

固定屋根式貯槽タンクにおける，内容物の張り込み又は抜き出し，及び大気温度の変

化や大気圧の変化などにより生じる内圧の上昇・下降の際に，内部気層部の圧力をはき

出し，又は大気やシールガスを吸い込む事により，タンク内圧の上昇・下降の際にタン

ク内圧を調整し，タンクの安全を守ることを目的とし使用される呼吸装置です。 
タンクから放出される内部ベーパーが，爆発の危険性や臭気のある場合に多く用いら

れ，特に，有毒性のある流体を貯槽している場合は，内部ベーパーを大気に放出しない

よう，吐出ベント付きのブリザーバルブを用いることがあります。 
また，近年ではタンク内容物の品質保護や引火性内容物の爆発、火災防止を目的とし，

タンク内気層部に窒素をシールするケースが増えており，弊社製ガスシールユニットと

併せて吐出ベント付きブリザーバルブが使用されるケースが多くなっております。 
 
フレームアレスタとは 
 
 可燃性の流体を貯槽するタンクの通気装置部分に取付け，万一タンクの周辺で火災が

発生した場合に，通気装置より進入した火炎をタンク内容物に引火させないようにした

り，配管内で火災が発生し配管内を逆火した火炎を消炎するために設置する装置となり

ます。 
 
 
タンク呼吸弁 
ＫＮ型ブリザーバルブ 
 

５つのメリット 
①短納期 
部品の組み合わせにより、８パター

ンの機能別バリエーションを実現。

製作期間の短縮で、従来型より短納

期を可能としました。 
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http://www.kaneko.co.jp/�


②標準エッジシート 
ボディー側シート部分は、エッジシートを採用。従来のフラットシートで発生していた、

タンク内ベーパーや水の付着による作動開始圧力の変化、ベーパーの固着といった事例を

軽減しました。 
③メンテナンスが容易 
（＋）ディスクと（－）ディスクが異芯の構造となり、それぞれ個別の取り外しが可能。

特にベント配管型の場合は配管から取り外すことなく、メンテナンスが可能となりました。 
④運転開始後の機能変更が容易 
大気開放型でご使用いただいていた製品を、吸入側若しくは吐出側を配管する必要が出た

場合、製品全体を交換する必要が無く、該当する部品単位を交換する事により対応が可能

です。 
⑤配管の歪み等にもフレキシブルに対応 
各部品はクランプにより取り付けられており、３６０度回転が可能。タンク上部の配管の

取り回し、配管の水平方向の曲がり、取り合いフランジのボルト穴の歪みなどに対しても、

クランプ部分の調整でフレキシブルに取り付けることが可能です。 
 

 

逆火防止装置 
ＦＲ型フレームアレスタ 
 
フレームアレスタの内部エレメントは交換す

ることにより、従来の金網に加え、海外ではス

タンダードであるクリンプリボンの双方が使

用可能です。 
 
 
 
 
 

ＫＦ型ブリザーバルブ 

 
ＫＮ型ブリザーバルブとＦＲ型フレー

ムアレスタをクランプ接続、一体型に

なっているので、製品重量を大幅に軽

量化することができます。大型の石油

貯層タンクの圧力調整に適しています。 
＊機能は１型（大気吸入・大気開放）

のみ 
 

 

 


